
豪雨時における地域の取り組み

－福岡県筑紫郡那珂川町の事例－

福岡県筑紫郡那珂川町東隈

区長 入江 重寧 （Yahoo, Japan 地図に基づく）
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博多湾
博多駅

役場

昭和２８年 ６月 ２６０mm/２４h

昭和３８年 ６月 ３１５mm/２４h

平成２１年 ７月 ５６２mm （３日間の総雨量）
集中豪雨・・・２４日２０時～２１時で 60.0ｍｍ

２６日 ５時～１３時まで302.5mm

平成２２年 ７月 ４０８mm （３日間の総雨量）
集中豪雨・・・１４日６時～７時まで ７１.５mm

東隈区の水害の歴史

主な水害発生
１９：００～ 春日中学に於いて３地区合同防犯大会に出席

福岡市南区＋春日市＋那珂川町

２０：００～集中豪雨となるが、大会続行

２０：３０～パトロール隊出発後、解散

２１：４５～東隈区内を歩いて河川を見て回る
那珂川の堤防に立ち監視 危険水域を越える

２２：３０～公民館を開けてお年寄り一人を避難させる

2009年（平成21年）７月２４日（金）の状況

６：００～雨が断続的に強くなる

７：００～那珂川を見て回る

８：００～再度那珂川の各地を見て回る 町役場に東隈区が
避難開始する旨連絡するも、守衛室しか繋がらず

９：００～公民館を開けて区役員全員と組長を招集
那珂川の堤防に監視を立て手分けして
区民名簿を元に避難準備連絡を入れる

2009年７月２６日（日）の状況

１０：００～避難命令の連絡 （連絡済）（避難してきた人）
（区外に避難した人）（動けない高齢者）（未着の人）

を書き出してチェック

１１：００～堤防から溢水し始める（約１５０ｍにわたり溢水）

１１：３０～堤防の決壊始まる（内堤 ４ヶ所、外堤 ３ヶ所）
更なる避難開始・・・那珂川町文化ホール

（ミリカローデン那珂川）へ

１２：３０～水位が下がり始める
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① 避難解除した後、区内の被害状況を調べ、カメラに収める

② 写真をＡ４に印刷し、役場に提出報告

③ 麻生総理大臣及び麻生県知事視察 住民を代表し直訴

④ 福岡県那珂県土整備事務所に陳情
（東隈区民８名 県議１名 町役場２名 水道企業団２名）

⑤ 東隈区の水害記録（問題点と今後の対策）を作成

⑥ 町に災害の検証と今後の対策を求めるも、

非難マニュアル作りで終る
⑦ 町役場と被災地の代表５名にて県に陳情

その後の対応
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① 水害の記憶を忘れないために

② 水害記録を残す会を立ち上げる

③ 公報、回覧、ポスター等で写真の提供を広く呼びかける

④ ４２００枚余の中から４２０枚を選び、写真を作る

⑤ 文化ホールにて写真展を開催（平成２２年７月 日～ 日）

⑥ 来場者 ３５００名

⑦ メディア各社からの取材（テレビ４社 新聞５社）

その後の取り組み
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終わりに
・福岡県の事業として

床上浸水対策特別緊急事業が136億円の予算を
以って平成22年度からの5ヵ年計画として始まる．

・危険個所や避難のタイミング，安全経路，避難場所は
地域の人が一番よく知っている．

・行政を頼っていては全てが遅れてしまう．

・自分の命は自分で守る．

・「自助＋公助」の考え方・・・・・自分を守る，家族を守る，
地域を守るために地域住民の協力と行政の迅速な支援が
不可欠．




